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【共通語訳】 

昔、殿様が干支に動物の名を付けるということにな

って、ある場所に皆集まることになった。 

 

 

それで、牛は歩くのが遅いので、「今日は集まりの

日だから、早く行かなくちゃいけない」と、誰よりも

先に出て行ったようだ。ネズミはその様子を見て、「お

い、おい、牛よ、ちょっと待ってくれ、私も一緒に行

くから」と言い、牛の耳にピョンと乗って、一緒に行

ったわけさ。 

 

そうして、その場所に来たら、「トーヒャー！やっと

着いたぞ」と、ネズミは牛から降りたので、一番にな

ったわけだよ。それで、牛は二番。そのようにして、

先に来た順に番をつけていって、子、丑、寅、卯、辰、

巳、午、未、申、酉、戌、亥と、十二支が決まった。 

 

 

 

それで、猫が干支に入ってないのはね。殿様は、ネ

ズミに「猫にも連絡しなさいよ」と言ったそうだが、

ネズミは猫と仲が悪かったから、連絡しなかったんだ。

それで、猫は十二支に入ってないんだって。 

 

 

 

 


